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気象庁発表の「２週間気温予報(令和４年６月２７日)」によると、７月６日頃まで気

温がかなり高くなる見込みとなっています。 

 急激な気温上昇の際は熱中症にかかりやすくなりますので、健康管理等に注意して、

次の技術を徹底して下さい。 

 

Ⅰ 作 物 

 １ 水 稲 

(1) シメトリンを含む除草剤は高温で薬害が発生しやすいので、散布を控える。 

(2) 高温時に長期間湛水すると根腐れが発生しやすいので、こまめな間断かん水に

より根の健全化を図る。 

 

Ⅱ 野 菜 

 １ 野菜全般 

(1) 施設栽培（雨よけ栽培を含む）では、ハウス内の気温上昇を抑制するため、遮光

資材（遮光カーテン、遮光ネット、遮光ペンキ等）や換気ファン等をフル活用す

る。特に、防虫ネットを展張したハウスでは、換気ファン等による強制換気に努

める。また、遮光資材の過度な利用は、作物の軟弱徒長を招くので注意する。 

(2) かん水設備を備えたほ場では、生育や土壌の乾燥状態に応じたかん水を行う。

かん水は、気温が低下している早朝を中心に実施する。 

(3) 育苗ほでは、乾燥しないようにこまめなかん水に努める。 

(4) 収穫した野菜は、できるだけ涼しい所に置き（風が当たらない所）、鮮度を保

つ。また、予冷庫があれば予冷庫に入れる。 

(5) アブラムシ類、アザミウマ類、ハダニ類が発生しやすいので、登録のある農薬

で計画的に防除する。 

 

 ２ いちご 

(1) 夏秋栽培等の収穫ハウスでは、果実温度の上昇を最小限に抑えるため、早朝の

涼しい時間帯に収穫を終了し、収穫した果実を涼しいところに保管する。 

(2) 親株育苗ほでは、ランナーの日焼けや先枯れ、親株のチップバーンを抑制する

ため換気を行い、必要に応じて遮光する。 

(3) 空中採苗施設等では、培地内が高温となり、根が傷みやすいので、遮光資材等

を展張し施設内気温を下げ、培地内の温度上昇を防ぐ。また、給液量が不足しな

いよう注意する。 

(4) 育苗ハウスでは、苗の高さの通風性を高めるため、サイドや妻面の換気量を増

やす。また、換気扇や必要に応じて遮光を行い、ハウス内の気温を下げる。 

(5) ポット育苗は培地が乾燥しやすいので、朝や日中のかん水については回数を増

やす。かん水むらや過湿にならないように注意する。 

(6) 高温により炭疽病や疫病が発生しやすいので、登録のある農薬で計画的に防除



する。 

 

３ トマト、きゅうり（夏秋・抑制作型） 

(1) 高温の影響で着果不良、着色不良等の発生のほか、草勢低下による収量・品質

の低下が懸念される。乾燥に応じたかん水を行うとともに、遮光ネット等で気温

上昇を抑える。 

(2) 育苗時期にあたる場合は、高温により生育がやや軟弱となりやすい。適正管理

（換気、遮光、こまめなかん水等）を行い、健苗育成を行う。 

(3) 定植時期にあたる場合は、定植後の植え傷み防止のため、遮光カーテン・遮光

ネット等を使用し気温上昇を抑え、こまめなかん水を行う。 

 

４ さといも 

(1) 高温・乾燥の影響で、地上部の繁茂不足によるいもの肥大不良が懸念される。

積極的なかん水を行い、乾燥を防ぐ。 

 

５ 秋冬にら・夏にら 

(1) １年株は積極的なかん水を行う。 

(2) 現在収穫している株は、高温・乾燥による生育遅延、葉先の枯れ等、収量・品

質の低下が懸念されるため、乾燥に応じたかん水を行うとともに、遮光ネット等

を使用し気温上昇を抑える。 

(3) 白絹病等が発生しやすいので、登録のある農薬で計画的に防除する。 

 

６ 高冷地ほうれんそう 

(1) 高温による生育遅延、萎凋病の発生、収量・品質の低下が懸念される。遮光ネ

ット等を使用し、気温上昇を抑える。 

 

７ アスパラガス 

(1) 高温・乾燥による生育遅延、葉先の枯れ、収量・品質の低下が懸念される。開

口部を大きく取るように、肩換気やハウス妻面部に換気口を設置する。また、遮

光ネット（遮光率30～40％程度）をハウス屋根に載せ気温上昇を抑えるとともに

乾燥に応じてこまめなかん水を行う。 

   

Ⅲ 果 樹 

 １ 果樹全般 

(1) 葉焼けの発生を予防するため、かん水ができる園はかん水する。 

(2) 定植１～２年の苗木は、根域が浅く乾燥による影響が出やすいので、こまめに

かん水を行う。 

(3) ハダニ類の発生に注意し、発生初期の防除を徹底する。 

 

２ なし 

(1) 着果過多は、葉焼けの発生が懸念されるため、早めに適正着果数まで摘果する。 

(2) 主枝等の日焼けを防止するため、徒長枝を間引くなどの過度な夏季剪定は控え



る。 

 

３ ぶどう 

(1) 施設栽培では、果実の熟度や品質を確認しながら適期収穫を行う。 

(2) 高温が続く場合は、果実の日焼けや縮果症の発生が懸念されるため、早めに果

房への傘かけを行うとともに、果粒軟化期前の過度な新梢管理は控える。 

 

Ⅳ 花 き 

１ 花き共通 

 施設栽培では、遮光資材や循環扇等を活用し、施設内温度低下に努める。また、

遮光資材の過度な利用は、作物の軟弱徒長を招くので注意する。 

 

２ りんどう 

(1) ハウスは換気に努めるとともに、遮光資材を展張しハウス内の温度を下げる。

乾燥しないように天候に応じたかん水をする。 

(2) 収穫は早朝又は夕方の涼しい時間帯に行う。  

(3) 新植ほ場は、乾燥しないようにかん水をする。 

 

３ 露地ぎく 

(1) 日中葉が萎れる状態になると生育（草丈）に悪影響を及ぼすため、天候に応じ

たかん水をする。 

(2) 地温が高い時のかん水は避ける。 

 

Ⅵ  畜 産 

 １  畜舎の暑熱対策 

(1) 遮光ネット、よしず、グリーンカーテン等により直射日光の侵入を防ぐ。 

(2) 屋根に石灰、白ペンキ、断熱塗料を塗装し、畜舎内の温度の上昇を抑える。 

(3) 壁面や窓を開放し風通しをよくする。風の流れを妨げる障害物は移動する。 

(4) 扇風機は、外気を取入れ、風が一方向に流れるように設置する。また、家畜の

体感温度を下げるため、家畜の体（牛の場合、首や肩等の上半身）に直接風が当

たるように配置する。 

(5) ファンにクモの巣やホコリが付着すると送風効率が下がるので、ファンを清掃

する。 

(6) 屋根に散水する。屋根が高温になる前から散水するのが効果的である。 

(7) 細霧装置を利用する際は、送風と組み合わせるとより効果的である。ただし、

長時間の噴霧は牛舎を湿らし湿度を上昇させるため、間欠的な噴霧をする。 

 

  ２  飼料給与・飼養管理対策 

(1) 家畜の行動をよく観察し、異常家畜の早期発見・早期治療に努める。 

(2) 密飼いを避け、体感温度と家畜のストレスを低減する。 

(3) 乳牛、繁殖牛等は夜間放牧を行う。 

(4) 畜舎環境を良好に保ち、アンモニアやハエの発生を防ぐ。 



(5) 牛では上半身を中心にバリカンで毛刈りを行い体熱を放散させる。 

(6) 温湿度計（ＴＨＩメータ）を設置し、家畜の暑熱ストレスを把握する。 

(7) 新鮮な冷水が充分に飲めるよう、水槽やウォーターカップを清潔に保つ。 

(8) 良質で消化性の良い飼料、細断した粗飼料を給与し、ルーメン発酵による体温

上昇を抑える。また、不足するビタミンやミネラルを補給する。 

(9) 泌乳牛に重曹等の緩衝材を給与し、ルーメン内のｐＨ低下を抑える。 

(10) サイレージの二次発酵、加水ＴＭＲ飼料の変敗に注意する。 

(11) 飼料は涼しい時間帯に給与し、飼槽の清掃、エサ寄せをこまめに行う。また、

1日分の飼料を小分けにし多回給与することで採食量の低下を抑える。 

 


